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第 62回全日本女子剣道選手権大会　　　

渡邊タイ渡邊タイ（（熊本熊本））がが
悲願の初優勝悲願の初優勝

決
勝
戦
＝
渡
邊
（
右
）
が
延
長
戦
で
小
手
を
決
め
る

決
勝
戦
＝
渡
邊
（
右
）
が
延
長
戦
で
小
手
を
決
め
る
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第

　

第
6262
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
連
盟
）
が
９
月
３

回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
連
盟
）
が
９
月
３

日
、
奈
良
県
橿
原
市
の
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
。

日
、
奈
良
県
橿
原
市
の
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
各
都
道
府
県
予
選
で
選
出
さ
れ
た

　

大
会
に
は
各
都
道
府
県
予
選
で
選
出
さ
れ
た
6363
名
と
前
年
度
優
勝
者
１
名
の
合
計

名
と
前
年
度
優
勝
者
１
名
の
合
計

6464
名
が
出
場
し
、
女
子
剣
道
日
本
一
の
座
を
め
ぐ
っ
て
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

名
が
出
場
し
、
女
子
剣
道
日
本
一
の
座
を
め
ぐ
っ
て
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

決
勝
戦
は
熊
本
県
代
表
の
渡
邊
タ
イ
（
熊
本
・
熊
本
県
警
）
と
福
岡
県
代
表
の
妹

　

決
勝
戦
は
熊
本
県
代
表
の
渡
邊
タ
イ
（
熊
本
・
熊
本
県
警
）
と
福
岡
県
代
表
の
妹

尾
舞
香
（
福
岡
・
福
岡
県
警
）
が
対
戦
。
延
長
戦
で
渡
邊
が
小
手
を
決
め
、
初
の
優

尾
舞
香
（
福
岡
・
福
岡
県
警
）
が
対
戦
。
延
長
戦
で
渡
邊
が
小
手
を
決
め
、
初
の
優

勝
を
手
中
に
収
め
た
。

勝
を
手
中
に
収
め
た
。

決勝戦を終え、笑顔で挨拶を交わす渡邊（左）と妹尾決勝戦を終え、笑顔で挨拶を交わす渡邊（左）と妹尾
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１
回
戦
〜
準
々
決
勝

１
回
戦
〜
準
々
決
勝

■
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

１
回
戦
、前
年
度
優
勝
の
末
永
真
理（
和

歌
山
・
一
般
社
団
法
人
み
・
ゆ
ー
じ
）
と

表
ち
さ
と
（
東
京
・
警
視
庁
）
が
対
戦
。

末
永
は
、
上
段
に
構
え
る
表
の
左
小
手
を

狙
う
が
、
待
ち
構
え
た
表
が
小
手
抜
き
面

第２ブロック・準々決勝＝横山（右）対松本。鋭い技と攻第２ブロック・準々決勝＝横山（右）対松本。鋭い技と攻
めで互いにけん制し合い、勝負は延長戦にもつれ込んだめで互いにけん制し合い、勝負は延長戦にもつれ込んだ

で
先
制
。
後
が
な
く
な
っ
た
末
永
は
、
軽

快
な
足
さ
ば
き
か
ら
鋭
い
左
小
手
を
決
め

る
。
一
対
一
で
迎
え
た
延
長
戦
、
表
の
片

手
面
に
末
永
が
出
ば
な
小
手
を
合
わ
せ
、

勝
利
。
さ
ら
に
末
永
は
、
３
回
戦
で
上
段

の
宮
沢
彩
夏
（
埼
玉
・
埼
玉
県
警
）
と
対

戦
し
、
一
本
を
奪
わ
れ
る
も
二
本
勝
ち
で

辛
勝
。
２
人
の
上
段
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

同
じ
く
準
々
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
、
今
大
会
で
９
回
目
の
出
場
と
な
る
渡

邊
タ
イ
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
日
本
代
表

候
補
合
宿
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
渡
邊

第１ブロック・準々決勝＝末永の逆胴が不十分となった一瞬の第１ブロック・準々決勝＝末永の逆胴が不十分となった一瞬の
隙を、渡邊（奥）が面で捉える隙を、渡邊（奥）が面で捉える

と
、
前
キ
ャ
プ
テ
ン
の
末
永
に
よ
る
、
新

旧
キ
ャ
プ
テ
ン
対
決
が
実
現
し
た
。
実
力

伯
仲
の
両
者
の
試
合
は
、
有
効
打
の
な
い

ま
ま
延
長
戦
へ
。
延
長
戦
終
盤
、
攻
め
合

い
の
中
か
ら
末
永
が
逆
胴
を
打
つ
。
不
十

分
と
み
な
さ
れ
た
そ
の
瞬
間
、
渡
邊
が
豪

快
に
飛
び
込
み
面
を
放
ち
、
一
本
勝
ち
。

渡
邊
は
４
年
ぶ
り
の
準
決
勝
に
駒
を
進

め
、
前
年
度
覇
者
の
末
永
は
ベ
ス
ト
８
で

姿
を
消
し
た
。

■
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

今
大
会
で
10
回
目
の
出
場
と
な
る
松
本

弥
月
（
神
奈
川
・
神
奈
川
県
警
）
は
３
回

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
実
施
さ

れ
た
。
試
合
時
間
は
５
分
の
３
本
勝
負

で
、
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は

３
分
区
切
り
の
延
長
戦
を
行
い
、
一
本
を

先
取
し
た
方
を
勝
者
と
し
た
。

戦
で
、
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
経

歴
を
持
つ
小
松
加
奈
（
宮
城
・
石
巻
市
釜

小
教
員
）
と
対
決
。
強
豪
同
士
の
試
合
は

３
回
目
の
延
長
戦
へ
突
入
。
小
松
が
技
を

繰
り
出
そ
う
と
し
た
隙
を
、
松
本
が
鋭
い

連
続
技
で
攻
め
込
み
、
最
後
は
飛
び
込
み

面
を
決
め
、
準
々
決
勝
へ
進
出
し
た
。

　

準
々
決
勝
は
松
本
と
横
山
万
優
（
大

阪
・
大
阪
府
警
※
旧
姓
玉
置
）
の
対
決
。

横
山
は
２
回
目
の
出
場
な
が
ら
準
々
決
勝

ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
延
長
戦
に
入
り
、

松
本
が
左
小
手
を
打
と
う
と
す
る
出
ば
な

を
、横
山
が
片
手
面
で
捉
え
、一
本
勝
ち
。

ベ
テ
ラ
ン
の
松
本
を
制
し
た
横
山
が
、
初
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第１ブロック・２回戦＝第１ブロック・２回戦＝
村田（奥）対藤﨑村田（奥）対藤﨑

第３ブロック・準々決勝＝延長戦で近藤（右）が小手を決める第３ブロック・準々決勝＝延長戦で近藤（右）が小手を決める

第４ブロック・３回戦＝４回目の延長戦で妹尾（奥）第４ブロック・３回戦＝４回目の延長戦で妹尾（奥）
が高橋に面を決めるが高橋に面を決める

の
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

■
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
年
度
３
位
入
賞
の
近
藤
美
洸
（
東

京
・
警
視
庁
※
旧
姓
阿
部
）
と
、
全
日
本

学
生
選
手
権
で
３
年
連
続
入
賞
し
て
い
る

笠
日
向
子
（
茨
城
・
筑
波
大
３
年
）
が
３

回
戦
で
対
決
。
試
合
は
３
回
の
延
長
戦
で

も
決
着
が
つ
か
ず
、
５
分
間
の
休
憩
を
挟

み
、
４
回
目
の
延
長
戦
に
突
入
。
笠
が
面

を
打
と
う
と
手
元
を
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、

近
藤
の
出
ば
な
小
手
が
決
ま
り
、
一
本
。

準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

準
々
決
勝
は
近
藤
と
水
川
晴
奈
（
岡

山
・
法
政
大
３
年
）
が
対
戦
。
２
回
目
の

延
長
戦
、
水
川
の
わ
ず
か
に
上
が
っ
た
手

元
に
、
近
藤
が
鋭
く
小
手
を
打
つ
。
近
藤

の
小
手
の
瞬
間
に
水
川
も
面
を
打
っ
た

が
、
近
藤
に
旗
２
本
、
水
川
に
旗
１
本
が

上
が
り
、
近
藤
が
勝
利
。
２
年
連
続
の
準

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

■
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
回
戦
、
前
年
度
準
優
勝
の
妹
尾
舞
香

と
、
過
去
に
選
手
権
大
会
を
連
覇
し
て
い

る
高
橋
萌
子
（
神
奈
川
・
神
奈
川
県
警
）

が
相
見ま
み

え
る
。
高
橋
が
多
彩
な
攻
め
と
技

を
繰
り
出
し
、
妹
尾
が
出
ば
な
や
打
突
後

を
狙
う
展
開
が
続
く
。
隙
の
な
い
両
者
の

試
合
は
、
４
回
目
の
延
長
戦
に
突
入
す

る
。
延
長
戦
が
終
了
す
る
間
際
、
妹
尾
が

素
早
く
間
合
い
を
詰
め
、
じ
り
じ
り
と
攻

め
込
み
な
が
ら
飛
び
込
み
面
を
放
つ
と
見

事
に
決
ま
り
、
一
本
。
準
々
決
勝
に
進
出

し
た
。

　

準
々
決
勝
で
妹
尾
は
、
平
成
30
年
に
本

大
会
で
準
優
勝
に
入
賞
し
て
い
る
佐
藤
み

の
り
（
東
京
・
警
視
庁
）
と
対
戦
。
延
長

戦
で
妹
尾
が
近
い
間
合
い
か
ら
の
面
を
決

め
、
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

◎
大
会
最
年
少
出
場
者
＝
村
田
結
依
選
手
（
茨
城
・
守
谷
高
校
３
年
）

　

今
年
３
月
の
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
に
て
、
大
将
と
し
て
チ
ー
ム
の
優
勝
に

貢
献
し
た
村
田
選
手
が
全
日
本
選
手
権
の
舞
台
に
立
っ
た
。
１
回
戦
、
全
日
本
学

生
覇
者
の
経
歴
を
持
つ
小
川
萌
々
香
選
手
（
愛
知
・
愛
知
県
警
）
を
二
本
勝
ち
で

下
す
大
金
星
を
挙
げ
た
。
そ
の
後
、２
回
戦
で
藤
﨑
薫
子
選
手（
大
阪
・
大
阪
府
警
）

と
対
戦
し
、
延
長
ま
で
も
つ
れ
込
む
も
、
胴
を
決
め
ら
れ
惜
し
く
も
敗
退
し
た
。

▽
村
田
選
手
コ
メ
ン
ト

「
周
り
が
ス
タ
ー
選
手
ば
か
り

で
緊
張
し
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
も
う
全
部
出
し
切
っ
て

楽
し
も
う
と
思
っ
て
臨
み
ま

し
た
。
来
年
は
今
年
の
結
果

よ
り
も
上
に
行
け
る
よ
う
に
、

ま
た
予
選
か
ら
頑
張
り
ま
す
」
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妹尾（左）が延長戦で飛び込み面を決める妹尾（左）が延長戦で飛び込み面を決める

渡
邊
タ
イ　

コ
メ
｜　
　
　

横
山
万
優

　

渡
邊
の
鋭
い
攻
め
に
、
横
山
が
構
え
を

崩
さ
れ
る
展
開
が
続
く
。
中
盤
戦
、
両
者

が
鍔つ
ば

競ぜ

り
合
い
か
ら
分
か
れ
、
横
山
が
上

段
に
構
え
た
と
こ
ろ
に
、
渡
邊
が
左
小
手

を
決
め
る
。
そ
の
後
、
横
山
は
積
極
的
に

攻
め
、
技
を
繰
り
出
し
巻
き
返
し
を
図
る

も
、
渡
邊
は
落
ち
着
い
て
横
山
を
い
な

す
。
横
山
の
攻
撃
の
手
が
緩
ん
だ
瞬
間
、

渡
邊
が
攻
め
込
み
、
上
段
の
構
え
が
崩
れ

た
と
こ
ろ
に
面
を
決
め
、
渡
邊
が
二
本
勝

ち
。
初
の
決
勝
に
進
出
し
た
。

準
決
勝
②

準
決
勝
②

妹
尾
舞
香　
　

メ
｜　
　
　

近
藤
美
洸

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
、
奇
し
く
も
前
年

度
大
会
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
い
近
藤
と
、
２
年

ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す
妹
尾
が
１
年
ぶ
り

に
相
見
え
る
。
両
者
の
試
合
は
、
慎
重
な

攻
め
合
い
で
一
本
の
機
会
を
窺う
か
がう
展
開
が

続
く
。
互
い
に
有
効
打
を
打
て
な
い
ま
ま

２
回
目
の
延
長
戦
に
突
入
。
開
始
直
後
、

小
刻
み
に
間
合
い
を
詰
め
た
妹
尾
が
、
狙

い
澄
ま
し
た
飛
び
込
み
面
を
決
め
、
一

本
。
２
年
連
続
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
第
３
位
＝
近
藤
美
洸
選
手

▽
第
３
位
＝
横
山
万
優
選
手

渡邊（手前）が左小手を決める渡邊（手前）が左小手を決める

「
今
日
は
１
回
戦

か
ら
良
い
調
子

で
、
試
合
内
容
も

ま
と
ま
っ
て
い
た

気
が
し
ま
す
。（
準

決
勝
は
）
去
年
と
同
じ
く
妹
尾
選
手
と
の

試
合
だ
っ
た
の
で
、『
こ
こ
が
勝
負
だ
』

と
思
い
試
合
に
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
最
後

は
し
っ
か
り
と
い
い
技
を
も
ら
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
全
日
本
に
出
場

し
て
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
し
、
来
年

開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
に
つ
い
て
も
ま

だ
選
ば
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
出
場
で

き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」

準
決
勝
①

準
決
勝
①

「
人
生
で
初
め
て

全
日
本
ク
ラ
ス
の

個
人
戦
で
３
位
と

い
う
結
果
を
残
せ

て
嬉う
れ

し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
こ
の
結
果
は
、
日
々
稽

古
を
し
て
く
だ
さ
る
大
阪
府
警
の
師
範
の

先
生
方
、
先
輩
、
同
期
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
今
後
の
抱
負
に
つ
い

て
）
ま
ず
は
10
月
の
警
察
優
勝
大
会
（
団

体
戦
）
の
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
来
年
も
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
、

今
年
よ
り
も
い
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
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渡
邊
タ
イ　
　

コ
｜　
　
　

妹
尾
舞
香

　

９
回
目
の
出
場
で
初
の
決
勝
の
舞
台
に

上
が
る
渡
邊
と
、
２
年
ぶ
り
の
優
勝
に
王

手
を
か
け
る
妹
尾
が
対
決
。
積
極
的
に
技

を
繰
り
出
す
渡
邊
に
対
し
、
妹
尾
は
泰
然

と
し
た
構
え
か
ら
虎
視
眈た
ん

々た
ん

と
一
撃
を
狙

う
。
互
い
に
有
効
打
を
決
め
き
れ
ず
、
試

合
は
延
長
戦
に
突
入
し
、
な
お
も
一
進
一

退
の
攻
防
が
続
く
。
攻
め
合
い
の
中
、
互

い
に
防
御
し
な
が
ら
近
い
間
合
い
に
入

り
、
鍔
競
り
合
い
に
な
る
直
前
、
渡
邊
が

素
早
く
退さ

が
り
な
が
ら
引
き
小
手
を
打

▽
準
優
勝
＝
妹
尾
舞
香
選
手

妹尾（左）が防御を解いた瞬間、渡邊が引き小手を放ち、優勝の一本を決めた妹尾（左）が防御を解いた瞬間、渡邊が引き小手を放ち、優勝の一本を決めた

「
ま
た
決
勝
で
負

け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
は
１
回

戦
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
精
神
で
試

合
を
し
ま
し
た
。
捨
て
切
っ
た
飛
び
込
み

面
な
ど
も
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
去
年
よ

り
良
い
状
態
で
決
勝
に
臨
め
た
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
去
年
と
同
じ
よ
う
な
と

こ
ろ
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま

だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。（
渡
邊
選
手
に
つ
い
て
）
よ
く
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
、
と
て
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
先
輩
で
す
。
も
っ
と
強
く

な
っ
て
、
ぜ
ひ
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
」

つ
。
渡
邊
の
打
突
は
し
っ
か
り
と
妹
尾
の

小
手
筒
を
捉
え
、
一
本
。
渡
邊
が
念
願
の

優
勝
を
手
中
に
収
め
た
。

妹尾（右）が飛び込み面を打つも、渡邊が竹刀で防ぐ妹尾（右）が飛び込み面を打つも、渡邊が竹刀で防ぐ

決　

勝

決　

勝

心技体 人を育てる総合誌
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日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

譲
れ
な
い
優
勝

◉
優
勝
＝
渡
邊
タ
イ
・
六
段
（
熊
本
県
警
）

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞
　

９
回
目
の
出
場
で
初
優
勝
に
輝
い
た
渡

邊
選
手
の
顔
に
は
、
満
面
の
笑
顔
が
浮
か

ん
だ
。

「
や
っ
と
優
勝
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
、
最
後
の
試
合
と
思
わ
な
い
で
、
１
回

戦
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
、
最
後
ま
で
戦
か

っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

｜
｜

決
勝
で
決
め
た
小
手
は
狙
っ
て
い
ま

し
た
か
。

「
中
間
の
間
合
い
で
の
小
手
だ
っ
た
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
無
意
識
の
技
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
詳
し
く
覚
え
て
な
い
で
す
」

｜
｜

今
日
、
先
に
一
本
を
取
ら
れ
た
試
合

（
２
回
戦
）
が
あ
り
ま
し
た
。

「
い
つ
も
だ
っ
た
ら
、
慌
て
て
打
ち
に
行

っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
、
今

日
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
、
チ
ャ
ン
ス

を
狙
っ
て
絶
対
取
り
返
そ
う
と
思
い
な
が

ら
試
合
を
し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
冷
静

な
判
断
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

｜
｜

今
回
、
日
本
代
表
候
補
の
強
化
合
宿

で
キ
ャ
プ
テ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
心

境
の
変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

「
私
は
、
全
日
本
選
手
権
を
優
勝
せ
ず
に

キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
た
の
で
、
全
日
本
の

女
子
メ
ン
バ
ー
を
引
っ
張
っ
て
い
く
上
で

は
、
何
と
し
て
で
も
こ
の
選
手
権
を
取
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
自
分
の
中
に
強
く

あ
っ
て
、
絶
対
に
譲
れ
な
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
、
必
ず
優
勝
す
る
と
い
う
気
持
ち

で
戦
い
抜
き
ま
し
た
」

｜
｜

準
々
決
勝
で
試
合
し
た
末
永
選
手
と

は
、
代
表
選
手
と
し
て
普
段
か
ら
交
流
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
で
試
合
を
し
ま
し
た
か
。

「
今
回
の
合
宿
に
は
も
ち
ろ
ん
真
理
子

（
末
永
選
手
の
旧
名
）
先
輩
も
入
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
私
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

る
上
で
と
て
も
心
強
い
先
輩
で
あ
り
、
当

然
試
合
も
強
い
の
で
、
今
日
は
本
当
に
胸

を
借
り
る
気
持
ち
で
挑
戦
し
ま
し
た
。（
延

長
戦
で
決
め
た
面
に
つ
い
て
）
勝
手
に
手

が
出
ま
し
た
。
逆
胴
を
触
ら
れ
た
感
触
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
打
っ
た
後

は
狙
い
ど
こ
ろ
な
の
で
、
無
意
識
に
打
ち

に
行
き
ま
し
た
」

｜
｜

新
旧
キ
ャ
プ
テ
ン
の
対
決
は
本
当
に

激
戦
で
し
た
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
も
大
変
な
試
合
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
自
分
の
剣
道
が
で
き

た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

来
年
、
６
年
ぶ
り
の
世
界
選
手
権
大
会

が
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
。
渡
邊
選
手

の
活
躍
に
注
目
が
集
ま
る
。

公開演武「日本剣道形」公開演武「日本剣道形」
打太刀・鎌塚いづみ（教士七段）、仕太刀・中夲利子（教士七段）打太刀・鎌塚いづみ（教士七段）、仕太刀・中夲利子（教士七段）

選手の応援に、多くの観客が全国から駆けつけた選手の応援に、多くの観客が全国から駆けつけた

渡邊タイ
（わたなべ・たい）

　1992 年生まれ、熊本県出
身。小学校１年生から剣道を
始め、地元の県立阿蘇高校か
ら日本体育大学へ進学し、卒
業後熊本県警へ奉職。
　2017 年、`19 年全日本選
手権３位。`15 年、`18 年世
界剣道選手権大会出場、２度
の団体優勝に貢献。`19 年全
国警察剣道選手権大会（個人
戦）優勝。
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第62回全日本女子剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
渡
邊

　タ
イ
（
熊
本
）

早川果沙稀（愛　知）　⑤　五段

山村　貴恵（佐　賀）　②　五段

佐藤　悠月（秋　田）　　　三段

笠　日向子（茨　城）　②　四段

近藤　美洸（東　京）　⑨　六段

岡﨑　千尋（大　阪）　③　五段

佐藤　詩央（富　山）　③　四段

大松　藍里（広　島）　　　四段

福川　菜月（千　葉）　②　五段

山本　杏里（京　都）　②　五段

金田一裕美（岩　手）　③　錬六

水川　晴奈（岡　山）　③　四段

松田美結女（長　崎）　　　四段

東野　嘉怜（和歌山）　②　三段

小川梨々香（埼　玉）　⑥　四段

岩中まりな（愛　媛）　④　四段

高橋　萌子（神奈川）　⑧　五段

竹下　思美（沖　縄）　　　三段

山中　秋乃（新　潟）　　　四段

木村歩由実（兵　庫）　③　五段

妹尾　舞香（福　岡）　④　四段

早川　愛菜（三　重）　　　四段

齋藤　とも（青　森）　　　三段

丸山　里桜（千　葉）　　　三段

二神明日美（香　川）　　　四段

宮川　麻衣（山　梨）　　　三段

佐藤みのり（東　京）　⑥　五段

東畑　百香（奈　良）　　　四段

森山　加世（島　根）　⑤　五段

福田安優子（群　馬）　③　四段

工藤　百映（宮　崎）　　　四段

川合　芳奈（静　岡）　③　三段

出場
回数

五段　⑨　（福　井）大西ななみ

四段　②　（兵　庫）池田　仁美

四段　②　（埼　玉）宮沢　彩夏

三段　②　（高　知）立花　愛莉

錬六　⑫　（和歌山）末永　真理

五段　③　（東　京）表　ちさと

三段　②　（大　分）峯松　加奈

四段　　　（北海道）関川　絢心

五段　②　（大　阪）藤﨑　薫子

二段　　　（福　島）丹野菜々子

五段　⑤　（愛　知）小川萌々香

二段　　　（茨　城）村田　結依

五段　④　（鳥　取）初鹿野美幸

六段　⑨　（熊　本）渡邊　タイ

四段　　　（千　葉）境　　桃花

三段　　　（長　野）北澤　毬乃

五段　　　（奈　良）北村　美鈴

三段　　　（鹿児島）濵田　望愛

六段　⑩　（神奈川）松本　弥月

三段　　　（徳　島）河野菜々子

四段　③　（滋　賀）八木　優澄

五段　④　（東　京）冨永比奈野

五段　⑧　（宮　城）小松　加奈

四段　②　（岐　阜）阿部なるみ

三段　　　（石　川）横山　　雅

三段　　　（山　形）鈴木　望愛

五段　⑦　（栃　木）竹中　美帆

四段　②　（大　阪）横山　万優

四段　③　（愛　知）大嶋友莉亜

四段　　　（埼　玉）石川　万尋

二段　　　（山　口）奥　日菜乃

四段　⑤　（福　岡）村田　桃子

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

メ

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

コ

コ

コ

コ

メ

メメ

メメ

メ

メコ

メ

コ

メメ

メメ

コ
コ

コ
メ

メ

メ
メ

メコ

メ

メ

ココ

メ

コ

ド

メメ

メ

メ

メ

コ

ココ

メ
メ

メ

メ

メ

メメ

メメ

コ

メ

ド
メ

メ

ツ

メ

メ

メ

メ

反

メ

コ

メ

メ

メ

メ

ド

メ

メ

コメ

メメ

コ
コ

メ

メ

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初
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ニュース　和道会全国空手道競技大会

　

第

　

第
5757
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会

回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
）

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
）

が
、
８
月

が
、
８
月
2626
日
に
浦
安
市
運
動
公
園
総
合

日
に
浦
安
市
運
動
公
園
総
合

体
育
館
コ
ー
ト
（
千
葉
県
浦
安
市
）
で
、

体
育
館
コ
ー
ト
（
千
葉
県
浦
安
市
）
で
、

翌翌
2727
日
に
は
日
本
武
道
館
で
、
２
日
間
に

日
に
は
日
本
武
道
館
で
、
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
２
日
目
に
は
試

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
２
日
目
に
は
試

合
の
ほ
か
、
少
年
錬
成
や
団
体
形
演
武
が

合
の
ほ
か
、
少
年
錬
成
や
団
体
形
演
武
が

行
わ
れ
た
。
大
会
に
は
小
学
１
年
生
か
ら

行
わ
れ
た
。
大
会
に
は
小
学
１
年
生
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
選
手
が
出

シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
選
手
が
出

場
し
、
組
手
競
技
と
形
競
技
の
全

場
し
、
組
手
競
技
と
形
競
技
の
全
4242
部
門
部
門

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

■
組
手
団
体
戦

▼
一
般
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

11
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
は
前
回
３
位

の
白
水
修
養
会
と
春
日
道
場
刈
谷
空
手
倶

楽
部
が
対
戦
。
先
鋒
・
次
鋒
戦
と
も
に
白

水
修
養
会
が
連
勝
し
迎
え
た
中
堅
戦
。
組

手
個
人
戦
・
一
般
男
子
有
段
の
部
で
優
勝

を
決
め
た
白
水
修
養
会
・
荒
川
雅
俊
と
春

日
道
場
刈
谷
空
手
倶
楽
部
・
川
崎
晃
太
郎

が
対
戦
し
た
。
試
合
序
盤
か
ら
荒
川
が
素

早
い
突
き
で
攻
め
続
け
、
優
位
に
立
つ
。

反
撃
に
出
た
い
川
崎
で
あ
っ
た
が
、
終
始

荒
川
ペ
ー
ス
の
ま
ま
で
試
合
は
終
了
。
白

水
修
養
会
が
３
︱
０
で
悲
願
の
初
優
勝
に

輝
い
た
。

第 57回和道会全国空手道競技大会

組手団体戦（一般男子の部）・決勝中堅戦＝白水修養会・荒川雅俊（右）が上段突きで攻める

組手団体戦組手団体戦
一般男子一般男子白水修養会が悲願の初優勝
明治大学が７連覇達成組手団体戦組手団体戦

大学生男子大学生男子
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◎
優
勝
＝
白
水
修
養
会
・
荒
川
尊
祐
監
督

「
こ
れ
ま
で
上
位
３
位
に
は
入
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
優
勝
は
果
た
せ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
大
変
嬉う
れ

し
い
で
す
。
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
社
会
人
の
メ

ン
バ
ー
に
感
謝
で
す
。
来
年
連
覇
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

◎
優
勝
＝
白
水
修
養
会

　
　
　
　

主
将
・
岩
崎
拓
也
選
手

「
ず
っ
と
チ
ー
ム
全
体
で
全
国
で
優
勝
す

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
達
成
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
嬉
し
い
で
す
。

来
年
連
覇
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
練
習

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

▼
大
学
生
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

11
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
は
本
大
会

６
連
覇
中
の
明
治
大
学
と
立
教
大
学
が
対

戦
。
今
年
３
月
に
立
教
大
学
が
優
勝
し
た

関
東
大
会
の
決
勝
戦
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と

な
っ
た
。
先
鋒
・
次
鋒
戦
と
も
に
明
治
大

学
が
勝
利
し
、
迎
え
た
中
堅
戦
は
、
組
手

個
人
戦
・
大
学
生
男
子
有
段
の
部
で
優
勝

を
決
め
た
明
治
大
学
・
春
原
駿
貴
と
立
教

大
学
・
髙
橋
優
斗
の
対
戦
。
春
原
が
突
き

で
攻
め
続
け
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
、
優
位
に

試
合
を
進
め
る
。
髙
橋
は
中
盤
か
ら
終
盤

に
か
け
て
徐
々
に
反
撃
。
髙
橋
が
中
段
蹴

組手団体戦（大学生男子の部）・決勝先鋒戦＝
明治大学・海野陽乃汰（左）の上段突きが決まる

り
で
技
有
り
を
奪
う
と
、
試
合
終
盤
に
突

き
を
決
め
て
両
者
の
ポ
イ
ン
ト
が
並
ん

だ
。
副
将
戦
に
も
つ
れ
込
む
か
と
思
わ
れ

た
が
、
土
壇
場
で
春
原
が
有
効
を
と
り
、

試
合
終
了
。
関
東
大
会
で
の
雪
辱
を
果
た

し
た
。
３
︱
０
で
明
治
大
学
が
優
勝
を
決

め
、
７
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

◎
優
勝
＝
明
治
大
学

　
　
　
　

主
将
・
出
羽
遼
太
郎
選
手

「
７
連
覇
の
重
圧
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
前
に
関
東
大
会
で
立
教
大
学
に
は
負

け
て
い
る
の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気

持
ち
で
決
勝
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
ほ
っ
と

ひ
と
息
で
す
」

▼
都
道
府
県
対
抗
戦

　

10
チ
ー
ム
が
参
加
。
都
道
府
県
対
抗
戦

の
決
勝
は
、
第
55
回
大
会
で
優
勝
し
た
埼

玉
県
と
静
岡
県
の
対
戦
。
試
合
は
副
将
戦

で
埼
玉
県
が
３
勝
目
を
決
め
、
３
︱
１
で

優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
埼
玉
県
・
荒
川
尊
祐
監
督

「
５
人
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う

道
場
か
ら
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
の
力
を
一

つ
に
ま
と
め
て
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
た

こ
と
が
優
勝
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

監
督
と
し
て
嬉
し
い
で
す
」

組手団体戦（都道府県対抗戦）・決勝先鋒戦＝
埼玉県・枝久保陽（左）が中段突きを決める
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▼
一
般
女
子
有
段
の
部

　

29
名
が
出
場
。
決
勝
に
は
熊
本
県
本

部
・
松
村
亜
来
と
立
教
大
学
・
福
元
結
衣

子
が
勝
ち
進
ん
だ
。
試
合
序
盤
は
松
村
が

ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
福
元
が
追
い
か
け
る

展
開
。
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
が
、

徐
々
に
松
村
が
ポ
イ
ン
ト
差
を
広
げ
て
勝

利
。
松
村
が
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
松
村
亜
来
選
手（
熊
本
県
本
部
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
最
近
、
優

勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
、
全
国
大

会
で
優
勝
で
き
て
自
分
の
成
長
が
結
果
に

現
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
安
心
し
ま
し
た
」

▼
小
学
６
年
生
女
子
の
部

　

39
名
が
出
場
。
決
勝
に
は
美
濃
・
洞
崎

珠
羽
と
名
取
・
佐
々
木
悠
夏
が
勝
ち
進
ん

だ
。
終
始
、
攻
め
続
け
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね

た
洞
崎
が
勝
利
し
、
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
洞
崎
珠
羽
選
手
（
美
濃
）

「
最
近
優
勝
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
周
り
の
人
た
ち
の
助
け
が
あ
り
、
こ

こ
ま
で
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
す
ご

く
嬉
し
い
で
す
。
和
道
会
の
全
国
大
会
で

優
勝
で
き
た
の
で
、次
は（
他
流
派
と
の
）

全
国
大
会
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

■
組
手
個
人
戦

組手個人戦・小学６年生女子の部
優勝＝洞崎珠羽（左・美濃）

■
形
個
人
戦

形個人戦・一般男子有段の部
優勝＝伊藤瑠威（錬成館）・ワンシュウ

組手個人戦・一般女子有段の部
優勝＝松村亜来（左・熊本県本部）

▼
一
般
男
子
有
段
の
部

　

31
名
が
出
場
。
決
勝
に
は
錬
成
館
・
伊

藤
瑠
威
と
嶽
空
塾
・
石
井
泰
地
が
勝
ち
進

ん
だ
。
決
勝
で
は
、
両
者
と
も
に
ワ
ン
シ

ュ
ウ
を
演
武
、
キ
レ
の
あ
る
動
き
で
観
客

の
心
を
摑つ
か

ん
だ
。
判
定
は
３
︱
２
の
僅
差

で
伊
藤
が
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
に
輝

い
た
。

▼
一
般
女
子
有
段
の
部

　

21
名
が
出
場
。
決
勝
に
は
連
覇
が
か
か

る
昇
政
塾
・
大
野
美
桜
と
小
牧
・
畠
中
ほ

の
か
が
勝
ち
進
ん
だ
。
決
勝
で
は
両
者
と

も
に
チ
ン
ト
ウ
を
演
武
。
判
定
は
５
︱
０

の
審
判
団
全
員
一
致
で
大
野
が
勝
利
。
完

璧
な
形
で
大
野
が
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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形個人戦・一般女子有段の部
優勝＝大野美桜（昇政塾）・チントウ

【
大
会
結
果
】
※
優
勝
の
み

少年錬成終了後、団体形演武が披露された少年錬成終了後、団体形演武が披露された

大道場いっぱいに広がり行われた少年錬成大道場いっぱいに広がり行われた少年錬成

《
組
手
団
体
戦
》

　

▽
都
道
府
県
対
抗
＝
埼
玉
県
▽
一
般
男
子
＝
白
水
修
養
会
▽
大
学
生
男
子
＝
明
治
大
学
▽

一
般
女
子
＝
町
田
誠
空
会
▽
少
年
男
子
＝
美
濃

《
組
手
個
人
戦
》

　

▽
シ
ニ
ア
男
子
50
歳
以
上
＝
南
保
生
明
（
明
空
義
塾
札
幌
）
▽
シ
ニ
ア
男
子
40
歳
以
上
＝

渡
邊
拓
也
（
明
治
大
学
駿
台
空
手
会
）
▽
シ
ニ
ア
女
子
40
歳
以
上
＝
古
橋
富
子
（
名
空
会

瀬
戸
）
▽
一
般
男
子
有
段
＝
荒
川
雅
俊
（
白
水
修
養
会
）
▽
大
学
生
男
子
有
段
＝
春
原
駿

貴
（
明
治
大
学
）
▽
一
般
男
子
有
級
＝
川
島
碁
和
萌
（
越
谷
修
道
館
）
▽
一
般
女
子
有
段

＝
松
村
亜
来
（
熊
本
県
本
部
）
▽
一
般
女
子
有
級
＝
渡
邉
心
結
（
國
學
院
大
學
）
▽
少
年

男
子
＝
中
村
緋
彩
（
熊
本
県
本
部
）
▽
少
年
女
子
＝
荒
木
柚
乃
（
水
風
会
江
南
）
▽
中
学

男
子
＝
飯
島
楓
斗
（
明
空
義
塾
札
幌
）
▽
中
学
女
子
＝
西
村
ま
り
あ
（
美
濃
）
▽
小
学
６

年
男
子
＝
五
十
嵐
悠
仁
（
明
空
義
塾
札
幌
）
▽
小
学
６
年
女
子
＝
洞
崎
珠
羽
（
美
濃
）
▽

小
学
５
年
男
子
＝
野
平
渓
太
（
美
濃
）
▽
小
学
５
年
女
子
＝
山
崎
綾
夏
（
美
濃
）
▽
小
学

４
年
男
子
＝
野
田
奏
（
錬
成
館
尾
西
）
▽
小
学
４
年
女
子
＝
神
谷
凌
帆
（
美
濃
）
▽
小
学

３
年
男
女
＝
石
原
来
望
（
美
濃
）
▽
小
学
２
年
男
女
＝
後
藤
竜
宜
（
美
濃
）
▽
小
学
１
年

男
女
＝
板
橋
弥
成
（
名
取
）

《
形
個
人
戦
》

　

▽
シ
ニ
ア
男
子
40
歳
以
上
＝
平
和
也（
長
瀞
）▽
シ
ニ
ア
女
子
40
歳
以
上
＝
加
子
倫
子（
杉

浦
錬
成
塾
自
清
会
）
▽
一
般
男
子
有
段
＝
伊
藤
瑠
威
（
錬
成
館
）
▽
一
般
男
子
有
級
＝
北

郷
諒
（
早
稲
田
大
学
誠
心
会
）
▽
一
般
女
子
有
段
＝
大
野
美
桜
（
昇
政
塾
）
▽
一
般
女
子

有
級
＝
宇
野
結
子
（
早
稲
田
大
学
誠
心
会
）
▽
少
年
男
子
＝
菊
池
奏
楽
（
明
空
義
塾
）
▽

少
年
女
子
＝
吉
野
菜
々
子
（
茂
原
）
▽
中
学
男
子
＝
平
野
煌
丈
（
知
空
会
知
立
）
▽
中
学

女
子
＝
室
伏
優
衣
（
岐
東
）
▽
小
学
６
年
男
女
＝
冨
澤
塁
（
奥
町
道
場
）
▽
小
学
５
年
男

女
＝
林
直
穂
（
城
志
館
）
▽
小
学
４
年
男
女
＝
大
中
莉
子
（
俊
和
会
本
部
）
▽
小
学
３
年

男
女
＝
今
井
仁
菜
（
岐
東
）
▽
小
学
２
年
男
女
＝
砂
川
結
衣
（
昇
政
塾
）
▽
小
学
１
年
男

女
＝
籾
井
周
一
朗
（
津
）
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日
本
武
道
学
会
第
56
回
大
会
は
９
月

４
・
５
日
、
大
阪
府
柏
原
市
の
大
阪
教
育

大
学
で
国
際
武
道
・
格
闘
技
科
学
学
会（
Ｉ

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
、
以
下
ア
イ
マ
ッ
ク
ス
）

と
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
に
は
ア
イ
マ
ッ
ク
ス
の
Ｗ
．
Ｊ
．

シ
ナ
ル
ス
キ
ー
会
長
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
武
道
研
究
事
業
」
と
題
し
た
基
調
講

演
と
「
多
様
『
性
』
と
武
道
」
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
２
日
目
に
は
本

年
度
総
会
と
剣
道
、
弓
道
・
な
ぎ
な
た
、

少
林
寺
拳
法
、
障
害
者
武
道
と
空
手
道
の

各
専
門
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。
弓
道
と
な

ぎ
な
た
は
合
同
、
少
林
寺
拳
法
は
初
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
を
通
し
て
人
文
・
社
会

科
学
系
、自
然
科
学
系
、武
道
指
導
法
系
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
４
分
野
に
分
か
れ
て
実

施
さ
れ
た
一
般
研
究
発
表
に
加
え
て
、
国

際
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
で

配
信
さ
れ
た
。

　

初
日
（
９
月
４
日
）
の
午
後
１
時
か
ら

大
阪
教
育
大
学
の
岡
本
幾
子
学
長
が
挨
拶

を
述
べ
て
、
基
調
講
演
に
移
っ
た
。

■
基
調
講
演

◎
講
師　

Ｗ
．Ｊ
．
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏（
ア

イ
マ
ッ
ク
ス
会
長
）

テ
ー
マ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
武
道
の
現
状
と

動
向
」

　

武
道
は
世
界
各
国
の
学
術
会
に
よ
っ
て

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

で
は
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
活
発
に
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
視
点
か
ら
の
研
究
論
文
は
非
常
に

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
三
つ

の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ー
シ
ャ

ル
ア
ー
ツ
研
究
方
法
の
現
状
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
が
、
科
学
的

な
枠
組
み
が
定
義
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
問
分
野
で
は
、

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
規
範
や

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
基
づ
く
研
究
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
文
・
社
会
科
学
系
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
自
然
科
学
系
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
あ

り
ま
す
が
、
近
年
は
複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
証
研
究
は
主
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
な

ど
に
関
連
し
、
こ
の
場
合
、
マ
ー
シ
ャ
ル

ア
ー
ツ
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
同
様
に

日本武道学会第 56回大会日本武道学会第 56回大会

多
様
「
性
」
と
武
道
を
考
え
る

本
部
企
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

左から司会の小田氏と松井氏、登壇者の野口氏と松宮氏（本部企画「シンポジウム」）左から司会の小田氏と松井氏、登壇者の野口氏と松宮氏（本部企画「シンポジウム」）
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■
本
部
企
画
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

テ
ー
マ
「
多
様
『
性
』
と
武
道
」

　

司
会
を
小
田
佳
子
氏
（
法
政
大
学
）
と

松
井
崇
氏
（
筑
波
大
学
）
が
務
め
、
野
口

亜
弥
氏
（
成
城
大
学
専
任
講
師
）
と
松
宮

智
生
氏
（
清
和
大
学
准
教
授
）
が
登
壇
し

た
。
ま
ず
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
野
口
氏
と
松

宮
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
あ
と
、

小
田
氏
と
松
井
氏
に
よ
っ
て
参
加
者
と
の

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

▼
野
口
亜
弥
氏

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
の
性
に
関
す

る
課
題
は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
発
祥
の
頃
に

遡
る
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
は
障
害
が
な
い
、

異
性
愛
の
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
男
性
を
中
心

に
拡
大
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
女
性
が

平
等
な
機
会
を
求
め
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
男
性
優
位
主
義
・
異
性
愛

主
義
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
二
元
論
が
絶
え
ず
再

生
産
さ
れ
続
け
て
い
た
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

+
の
当
事
者
が
抱
え
る
課
題
は
二
つ
に
分

類
さ
れ
る
。『
差
別
・
偏
見
・
嫌
悪
』
に

関
す
る
課
題
と
『
制
度
・
仕
組
み
』
に
関

す
る
課
題
だ
。『
差
別
・
偏
見
・
嫌
悪
』

で
は
、
同
性
愛
に
関
す
る
不
快
な
発
言

や
、
異
性
愛
を
当
然
、
正
常
と
す
る
雰
囲

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

格
闘
技
理
論
な
ど
の
研
究
は
格
闘
技
に
お

け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
古
流
武
術
な

ど
は
文
化
的
背
景
や
心
理
的
側
面
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ー
シ
ャ

ル
ア
ー
ツ
研
究
対
象
の
動
向
で
す
。
研
究

対
象
は
ア
ジ
ア
の
武
術
、
ま
た
は
ア
ジ
ア

の
武
術
か
ら
発
展
し
た
新
し
い
武
術
で

す
。
そ
の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
格
闘
技
も

研
究
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
バ

ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
競
技
で
成
果
が

出
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

系
の
武
術
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
種
目
で
あ
る
柔
道
に
関
す
る
論
文

が
一
番
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日

本
武
道
の
歴
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
関
す
る
研
究
や
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
近
年
の
社
会
的
な
ト

レ
ン
ド
と
結
び
つ
け
る
も
の
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
活
動
し
て
い
る
学
術
機
関

の
詳
細
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
武
術
専
門

誌
が
少
な
く
、
廃
刊
に
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
商
業
的
な
学
術
誌
に
掲
載

す
る
と
な
る
と
多
額
の
掲
載
料
も
発
生
し

ま
す
。
武
道
専
門
誌
だ
け
で
な
く
、
学
術

ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
で
も
武
道
に
関
す
る
研

究
論
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
マ
ッ
ク
ス
で
毎
年
、
学
術

大
会
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

研
究
論
文
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

西
欧
に
お
け
る
武
術
の
発
展
に
役
に
立
っ

て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

気
が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
見
ら

れ
る
。『
制
度
・
仕
組
み
』
の
課
題
は
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
水
着
が
性
別
で
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
や
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
の
当

事
者
の
機
会
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
０
２
２
年
に
実
施
さ
れ
た
国
内
の
調
査

で
は
『
体
育
の
現
場
は
自
分
ら
し
く
い
ら

れ
る
場
所
で
あ
る
』
と
の
回
答
に
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ+

当
事
者
は
非
当
事
者
と
比
較
し

て
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、『
体

育
に
参
加
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に

な
っ
た
』
と
の
回
答
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

当
事
者
は
非
当
事
者
と
比
較
し
て
、
低
い

回
答
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

の
人
々
の
セ
ー
フ
・
ス
ペ
ー

ス
が
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
保
証
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」

▼
松
宮
智
生
氏

「
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
各
国
際
競

技
団
体
（
Ｉ
Ｆ
）
が
多
様
な
性
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
私

は
今
後
、
男
子
が
オ
ー
プ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。

ま
た
、
女
子
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ

に
お
け
る
独
自
の
女
性
に
な
る
（
シ
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
か
つ
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
値
も
低

ヨーロッパの武道について基調講演を行うシナルスキー氏ヨーロッパの武道について基調講演を行うシナルスキー氏
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い
な
ど
）
と
考
え
る
。
構
造
的
に
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
を
排
除
す
る
よ
う
な
考

え
は
改
め
る
べ
き
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
が
競
技
に
参
加
で
き
る
よ
う
な

ル
ー
ル
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

▼
質
疑
応
答

Ｑ
＝
石
井
孝
法
氏
（
了
徳
寺
大
学
）

「
性
と
い
う
軸
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と

広
い
視
点
で
共
生
を
考
え
た
時
に
武
道
で

は
、
ど
う
い
う
教
育
を
す
る
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
か
」

Ａ
＝
野
口
亜
弥
氏

「
私
は
現
在
、
同
じ
空
間
の
中
で
多
様
な

人
た
ち
が
異
な
る
仲
間
と
一
緒
に
ル
ー
ル

を
創
っ
て
、
豊
か
な
環
境
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
障
害
の
有
無
や
性
別
な
ど
を
自
分
た

ち
で
考
え
、
意
見
交
換
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
体
験
が
日
本
で
は

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

◇

　

最
後
に
司
会
の
小
田
佳
子
氏
が
「
女

性
・
男
性
の
二
項
対
立
に
落
と
し
込
ま

ず
、
武
道
が
も
っ
て
い
る
可
能
性
に
も
う

一
度
目
を
向
け
て
、
本
質
を
見
て
ど
の
よ

う
に
社
会
に
発
信
し
て
い
く
か
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
終
了
し
た
。

■
表
彰
式
・
総
会

　

２
日
目
（
５
日
）
午
後
１
時
か
ら
表
彰

式
と
総
会
が
行
わ
れ
た
。
令
和
５
年
度
日

本
武
道
学
会
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
で
は
、

自
然
科
学
系
か
ら
山
本
幸
紀
氏
（
筑
波
大

学
大
学
院
）
の
「
異
な
る
襟
幅
の
柔
道
衣

を
用
い
た
少
年
柔
道
競
技
者
の
背
負
投
動

作:

柔
道
に
お
け
る
肘
関
節
損
傷
予
防
へ

の
提
案
」
が
選
ば
れ
、
大
保
木
輝
雄
日
本

武
道
学
会
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
た
。

　

総
会
で
は
、
大
保
木
会
長
が
「
武
道
９

種
目
の
共
通
項
は
対
面
で
す
。
本
日
、
対

面
で
の
開
催
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
改

め
て
認
識
し
、
新
進
気
鋭
の
若
い
研
究
者

の
方
の
発
表
に
感
動
し
ま
し
た
。
発
表
の

中
に
は
日
本
武
道
学
会
の
新
た
な
可
能
性

の
答
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
！　

未
来
に
向
け
て

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
電
子
投
稿
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
「
武
道
学
研
究
」
投
稿
規
程
の
改

定
な
ど
９
件
の
審
議
事
項
が
承
認
さ
れ

た
。■

研
究
発
表

　

５
分
野
で
計
74
演
題
に
上
っ
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

▼
人
文
・
社
会
科
学
系

・�

佐
々
木
康
允
氏
（
富
士
大
学
）
ほ
か

「�

大
学
生
柔
道
競
技
者
に
お
け
る
柔
道
実
践

の
動
機
づ
け
の
因
子
構
造
と
そ
の
信
頼
性
」

　

全
日
本
柔
道
連
盟
の
『
公
認
柔
道
指
導

者
養
成
テ
キ
ス
ト
・
Ｃ
指
導
員
』
で
は
、

柔
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
様
化
し
、
多

様
な
価
値
観
を
寛
容
に
受
け
入
れ
る
姿
勢

が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
多

様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
考
え

た
と
き
、
そ
も
そ
も
競
技
者
が
な
ぜ
柔
道

を
実
践
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。
先
行
研
究
で
は
、
質
問

事
項
が
限
ら
れ
て
お
り
全
体
傾
向
を
把
握

で
き
ず
、
信
頼
性
や
妥
当
性
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
と
の
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
多
様
性
を
数
量
的

に
検
討
す
る
た
め
、
自
由
記
述
回
答
で
得

ら
れ
た
103
項
目
を
基
に
、
大
学
生
柔
道
競

技
者
481
名
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
そ
の

因
子
構
造
や
全
体
傾
向
を
検
討
し
た
。

　

大
学
生
柔
道
競
技
者
の
動
機
づ
け
の
多

様
性
を
数
量
的
に
検
討
し
た
結
果
、
大
学

生
柔
道
競
技
者
の
動
機
づ
け
は
目
標
達
成

因
子
、
武
道
と
し
て
の
魅
力
因
子
、
人
間

的
成
長
因
子
、
惰
性
継
続
因
子
、
柔
道
指

導
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
因
子
の
５
因
子
40
項

目
か
ら
な
る
事
が
示
唆
さ
れ
た
。

▼
自
然
科
学
系

・
鈴
木
浩
司
氏
（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
ほ
か

「�

空
手
道
競
技
会
に
お
け
る
救
護
状
況
と
課
題
」

　

本
研
究
で
は
、
空
手
道
競
技
会
に
お
け

る
外
傷
様
相
を
示
し
、
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

　

調
査
の
結
果
を
10
年
前
の
デ
ー
タ
と
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
外
傷
傾
向
は
変
わ
ら

ず
、
鼻
・
頭
部
・
口
腔
内
・
顔
面
へ
の
怪

我
が
多
か
っ
た
が
、
外
傷
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
外
傷
数
が
減

少
し
た
理
由
と
し
て
は
、
ル
ー
ル
の
改
定

や
審
判
技
術
の
向
上
、
拳
サ
ポ
ー
タ
ー
の

厚
み
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

競
技
会
の
救
護
は
、
基
本
的
に
市
販
薬

で
対
応
し
て
お
り
、
対
応
で
き
な
い
も
の

は
救
急
搬
送
ま
た
は
後
方
支
援
病
院
へ
の

受
診
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
判
断
が
重

要
に
な
る
。
迅
速
な
救
護
に
繋
げ
る
た

め
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
共
通
認
識
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。

▼
武
道
指
導
法
系

・�

石
井
直
人
氏
（
秋
田
工
業
高
等
専
門
学

校
）
ほ
か

「
柔
道
大
内
刈
り
の
効
果
的
な
掛
け
の
方
向
」

　

柔
道
の
大
内
刈
り
の
効
果
的
な
掛
け
の

方
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
被
験
者
は
柔

道
部
所
属
の
大
学
生
17
名
で
、
柔
道
歴
８
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的
と
し
た
。
被
検
者
に
は
「
あ
な
た
の
思

う
正
し
い
柔
道
の
立
礼
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
条
件
の
み
を
伝
え
て
立
礼
を

行
わ
せ
、
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
。
各
指

導
者
が
知
識
と
し
て
有
し
て
い
る
柔
道
の

立
礼
時
の
腰
部
前
傾
角
度
を
立
礼
時
腰
部

前
傾
角
度
（
以
下
、
知
識
前
傾
角
度
）
と

し
て
扱
っ
た
。
実
際
の
前
傾
角
度
の
平
均

値
は
、
49
・
６
度
（
±
８
・
９
）
で
あ
り
、

知
識
前
傾
角
度
と
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
指
導
者
が
礼
法
の

指
導
を
す
る
際
に
、
自
身
が
認
識
し
て
い

る
腰
部
前
傾
角
度
を
体
現
で
き
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
事
が
示
唆
さ
れ
た
。

▼
国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン

・Shusaku�Kiryu

（Kodokan

）
ほ
か

「Fact-finding�study�of�Kodokan�
Kohaku-shiai

」

　

講
道
館
紅
白
試
合
は
、
１
８
８
５
年
頃

か
ら
講
道
館
で
行
わ
れ
て
き
た
と
い
わ

れ
、
現
在
ま
で
130
年
以
上
続
く
乱
取
の
試

合
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
講
道
館
紅
白

試
合
を
対
象
と
し
、
乱
取
試
合
の
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に

し
、
柔
道
の
試
合
の
在
り
方
を
考
え
る
基

礎
資
料
作
り
を
目
的
と
し
た
。

　

講
道
館
で
は
、
研
修
生
の
増
加
な
ど
の

実
情
に
応
じ
て
紅
白
戦
が
制
度
化
さ
れ

た
。
嘉
納
治
五
郎
の
死
後
も
、
試
合
開
催

日
数
の
増
加
や
女
子
部
門
の
創
設
な
ど
、

練
習
生
に
出
場
機
会
を
与
え
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
。
一
般
の
人
も
紅
白
戦
を
観
戦

で
き
た
こ
と
は
、
柔
道
が
社
会
的
認
知
を

得
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

■
専
門
分
科
会

　

各
道
の
内
容
は
次
の
通
り
。

▼
剣
道

　

関
伸
夫
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
教
科

調
査
官
）
が
、「
学
校
体
育
に
お
け
る
武

道
授
業
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
」
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

現
在
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
育
成
を

目
指
す
た
め
の
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱

と
し
て
、
知
識
・
技
能
（
何
を
理
解
し
て

い
る
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
）、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
（
理
解
し
て
い

る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）、

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
（
ど
の
よ
う

に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
良
い
人

生
を
送
る
か
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
体
育
だ
け
で
な
く
全
て
の

教
科
で
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
保

健
体
育
、
さ
ら
に
は
武
道
で
目
指
す
三
つ

優秀論文賞を受賞した山本氏（右）と大保木会長ポスター発表：立礼時の腰部前傾角度を測る佐藤氏

年
以
上
の
者
。
掛
け
の
方
向
は
「
斜
め
上

方
向
」、「
真
後
ろ
方
向
」、「
斜
め
下
方

向
」
の
３
通
り
と
し
た
。
な
お
試
技
は
、

組
み
は
相
四
つ
、
体
格
が
近
い
被
験
者
の

取
り
・
受
け
・
支
え
の
３
人
一
組
で
行
わ

れ
た
。
試
技
終
了
後
、
質
問
紙
に
よ
る
調

査
を
行
い
、
三
つ
の
掛
け
の
方
向
に
つ
い

て
、
取
り
・
受
け
・
支
え
の
立
場
か
ら
５

段
階
評
価
で
回
答
を
求
め
た
。
そ
の
回
答

を
基
に
平
均
値
の
差
を
比
較
し
、
有
意
差

の
検
定
は
、
分
散
分
析
を
用
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
内
刈
り
の
掛
け
の
方
向

と
し
て
「
斜
め
下
方
向
」
が
最
も
効
果
的

で
、
次
点
が
「
真
後
ろ
方
向
」、
最
も
効

果
的
で
は
な
か
っ
た
の
が
「
斜
め
上
方

向
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

今
回
得
ら
れ
た
知
見
は
、
柔
道
熟
練
者

だ
け
で
は
な
く
、
柔
道
初
心
者
や
学
校
教

育
で
の
大
内
刈
り
の
練
習
法
・
指
導
法
へ

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

▼
ポ
ス
タ
ー
発
表

・
佐
藤
武
尊
氏
（
皇
學
館
大
学
）
ほ
か

「
柔
道
指
導
者
が
施
す
礼
法
に
関
す
る
研

究：立
礼
時
腰
部
前
傾
角
度
に
着
目
し
て
」

　

本
研
究
で
は
、
柔
道
の
立
礼
時
の
腰
部

前
傾
角
度
に
つ
い
て
、
知
識
と
し
て
有
し

て
い
る
角
度
と
実
際
に
立
礼
を
行
っ
た
際

の
角
度
の
差
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
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五
賀
友
継
氏
（
国
際
武
道
大
学
）
は
「
近

代
学
校
教
育
に
お
け
る
弓
道
・
薙
刀
授

業
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

現
在
、
武
道
必
修
化
に
お
け
る
弓
道
・

な
ぎ
な
た
の
実
施
率
は
、弓
道
23
校
（
０
・

３
％
）、
な
ぎ
な
た
57
校
（
０
・
８
％
）

と
低
い
。
一
般
に
は
特
別
な
種
目
で
あ
る

た
め
、
一
部
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

や
指
導
者
不
足
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
歴
史
を
遡
る
と
現

在
と
同
じ
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
、
歴
史
は

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

近
代
に
お
い
て
弓
道
・
薙
刀
の
課
題
は
、

①
理
論
化
②
教
材
研
究
③
政
治
力
④
指
導

者
養
成
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
し
な
い
限
り
、
現
在
で
も
授
業
と

し
て
弓
道
・
な
ぎ
な
た
を
実
施
す
る
の
は

難
し
い
と
結
論
づ
け
た
。

　

続
い
て
、
今
浦
千
信
氏
（
全
日
本
な
ぎ

な
た
連
盟
）
が
「
な
ぎ
な
た
授
業
の
現
状

報
告
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
な
ぎ
な
た
の
魅
力
の
発
信
、

授
業
協
力
者
の
要
請
、
指
導
か
ら
評
価
ま

で
体
育
教
師
が
行
え
る
指
導
書
の
作
成
、

講
習
会
の
実
施
が
挙
が
っ
た
。

▼
少
林
寺
拳
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
さ
れ
、
初
め

に
総
会
が
行
わ
れ
、
三
つ
の
議
案
が
承

す
。
武
道
の
場
合
、
そ
こ
を
指
導
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
武
道
で
相
手
を

尊
重
す
る
形
の
表
現
方
法
が
礼
で
あ
る
と

指
導
す
れ
ば
、
他
の
場
面
で
も
そ
れ
が
生

か
さ
れ
ま
す
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
生

活
で
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
三
つ
目
は
、
武
道
領
域
の
楽
し
さ
を

味
わ
え
る
指
導
を
し
、
生
涯
に
わ
た
る
豊

か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
繋
が
る

可
能
性
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

あ
る
研
究
論
文
※

に
よ
る
と
、
中
学
校

武
道
必
修
化
前
と
後
で
は
、
後
に
受
講
し

た
者
の
方
が
、
高
い
学
習
成
果
が
示
唆
さ

れ
て
い
ま
す
。
成
果
は
確
実
に
出
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
者
の
方
か
ら
、
用
具
を
工
夫
す
る

な
ど
の
武
道
授
業
の
指
導
方
法
、
授
業
づ

く
り
が
開
発
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
起
因
し
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
を
継

続
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�
関
伸
夫
ほ
か
：「
中
学
校
武
道
授
業
の
必
修
化

前
後
に
お
け
る
学
習
成
果
の
変
化
」、『
体
育

学
研
究
』、
68
：
409
︱
423
㌻
、
２
０
２
３
年
。

▼
弓
道
・
な
ぎ
な
た

　

弓
道
と
な
ぎ
な
た
の
専
門
分
科
会
は

「
中
学
校
体
育
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実

際
：
授
業
採
択
に
係
る
問
題
は
解
決
で
き

る
の
か
」と
題
し
て
合
同
で
開
催
さ
れ
た
。

の
柱
を
教
員
が
理
解
し
、
指
導
し
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
知
識
で
は
、
た
だ
教
え
る
だ

け
で
な
く
考
え
る
も
と
と
な
る
こ
と
を
具

体
的
に
教
え
る
こ
と
、
技
能
で
は
、
そ
の

固
有
の
動
き
を
教
え
る
こ
と
で
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
大
切
で
す
。
学

び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
で
は
、
他
の
教

科
で
は
実
は
何
を
教
え
る
の
か
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
体
育
の
み
が
愛
好
的
な
態

度
、
公
正
、
協
力
、
責
任
、
参
画
、
共
生

な
ど
、
具
体
的
な
指
導
事
項
を
示
し
て
い

ま
す
。
武
道
で
は
、
相
手
を
尊
重
し
伝
統

的
な
行
動
の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
他
の

体
育
の
領
域
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
際
の
授
業
場
面
で
は
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
視
点
が
あ
る
授
業
が
大

切
で
す
。

　

武
道
授
業
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、

大
切
な
こ
と
が
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
技
能
だ
け
で
な
く
三
つ
の
柱

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

0

0

0

0

0

0

指
導
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
し
っ
か
り
と
単
元
を
デ
ザ
イ
ン

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
二
つ
目
は
、
武

道
特
有
の
指
導
内
容
を
確
実
に
指
導
す
る

こ
と
で
す
。
武
道
は
他
の
領
域
と
異
な

り
、
相
手
と
直
接
向
き
合
う
対
人
競
技
で

剣道専門分科会で講演を行う関スポーツ庁政策課教科調査官なぎなたと合同で行われた弓道専門分科会
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丘
中
学
高
校
）
と
秋
元
宏
介
氏
（
少
林
寺

拳
法
連
盟
）
が
登
壇
し
て
開
催
さ
れ
た
。

牧
野
氏
か
ら
は
、「
生
き
る
力
」
を
育
む

武
道
授
業
を
起
点
と
し
て
、
教
室
、
部
活

動
や
道
場
で
の
学
び
に
も
活
用
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
試
行
し
た
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
藤
原
豊
樹
氏
（
東
京
理
科
大

学
）
と
新
名
主
公
哉
氏
（
鹿
児
島
県
少
林

寺
拳
法
連
盟
）
か
ら
研
究
発
表
と
実
践
報

告
が
行
わ
れ
た
。

▼
障
害
者
武
道

　

松
井
完
太
郎
氏
（
国
際
武
道
大
学
）
と

大
橋
正
康
氏
（
障
害
者
武
道
協
会
）
が
「
新

た
な
武
道
稽
古
手
法
：
コ
ロ
ナ
禍
で
総
て

の
人
々
に
行
動
制
限
（
障
害
）
が
あ
っ
た

と
き
に
得
た
新
た
な
武
道
稽
古
手
法
の
価

値
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
稽
古
法
な
ど
九
つ
の
事
例
を
紹
介
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
代
替
手
段
の
普
及
は
、
障

害
者
の
方
々
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し

た
。
ま
た
、
離
島
在
住
者
な
ど
も
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
の
大
会
に
現
地
か
ら
参
加
で
き

る
な
ど
、
そ
の
恩
恵
は
障
害
者
だ
け
で
は

な
く
健
常
者
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
稽
古
法
は
今
後
も

高
度
な
技
術
の
も
と
、
提
供
さ
れ
て
い
く

と
結
論
づ
け
た
。

▼
空
手
道

　
「
学
校
空
手
道
の
推
進
と
空
手
道
全
国

大
会
の
挑
戦
的
企
画
」
を
テ
ー
マ
に
、
先

ず
小
山
正
辰
氏
（
全
日
本
空
手
道
連
盟
）

が
「
学
校
武
道
推
進
委
員
会
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

次
に
、
岡
﨑
紀
創
氏
（
全
日
本
空
手
道

連
盟
）
が
「
全
国
大
会
の
同
一
会
場
で
の

連
続
開
催
に
お
け
る
成
果
と
課
題
︱
空
手

心技体 人を育てる総合誌

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
３
を
事
例
と
し
て
︱
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

空
手
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
３
と
は
、
全
日

本
少
年
少
女
大
会
、
全
国
中
学
生
大
会
、

全
日
本
パ
ラ
競
技
大
会
、
全
日
本
体
重
別

大
会
の
４
大
会
を
７
日
間
で
連
続
的
に
同

じ
会
場
で
行
う
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
交
わ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、
小
学
生
・
中
学
生
・
パ
ラ
競
技
者
・

国
内
ト
ッ
プ
選
手
の
繋
が
り
や
、
会
場
周

辺
の
商
店
街
・
信
用
金
庫
・
中
学
校
と
の

地
域
連
携
、
パ
ラ
空
手
体
験
会
・
体
力
測

定
会
・
環
境
保
護
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
空
手
以
外
の
学
び
の
提
供
な
ど
、
多

数
の
新
た
な
試
み
を
取
り
入
れ
た
。

　

出
場
者
数
は
４
大
会
で
３
８
６
５
名
、

来
場
者
数
は
延
べ
１
万
１
０
０
０
名
で
あ

っ
た
。
大
会
の
様
子
を
収
め
た
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
の
再
生
回
数
は
計
107
万
回
と
な
り
注

目
度
の
高
い
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

※
柔
道
は
専
門
分
科
会
を
実
施
せ
ず
。

初めて開催された少林寺拳法専門分科会

認
・
可
決
さ
れ
た
。

　

次
に
少
林
寺
拳
法
連
盟
の
宗
昂こ
う

馬ま

会
長

が
「
可
能
性
の
種
子
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。「
自
分
の
環
境
は
栄
養
だ
と
思

い
ま
す
。
厳
し
い
環
境
が
な
い
と
人
は
育

ち
ま
せ
ん
。
私
が
求
め
て
い
る
の
は
成
功

者
で
な
く
て
成
長
者
で
す
。
本
当
に
す
ご

い
人
は
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
自
分
ら
し

く
突
き
進
め
る
人
。
そ
う
い
っ
た
情
熱
、

志
が
あ
る
人
、
無
限
の
可
能
性
の
種
子
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
高
坂
正
治
氏
（
国
際
武
道
大

学
）
司
会
の
も
と
、「
武
道
授
業
を
起
点

と
し
た
少
林
寺
拳
法
の
教
育
と
普
及
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
牧
野
英
一
氏
（
練
馬
区
立
開
進
第
二

中
学
校
校
長
）、
中
島
正
樹
氏
（
富
士
見

障害者武道専門分科会

空手道専門分科会
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演　題 発表者 所　属

空手道競技会における救護状況と課題 鈴木　浩司 日本大学松戸歯学部

剣道稽古中のマスク着用は生理学的負担になるのか 高橋健太郎

剣道選手におけるプライオメトリクスが跳躍能力および面打ちに及
ぼす効果 佐々木陽一朗

“ なぎなた ” の運動習慣が中高齢者の健康度・生活習慣に与える影響 田中ひかる 近畿大学

「コンタクトスポーツ難聴」予防のための頭部衝撃低減サポーター
の開発 濱西　伸治 東北学院大学

大学剣道選手におけるアキレス腱の特性の左右差とジャンプパフォ
ーマンスとの関連について 岩本　寧々 筑波大学大学院

剣道試合の Time-motion 分析：簡便ゲーム分析における移動測定の
信頼性の検証 川井　良介 日本大学文理学部

韓国における剣道の映像判定システムについて 金　　明燮 早稲田大学

ゴールデンスコア導入後の全日本柔道選手権大会の競技分析 三宅　恵介 中京大学

大学女子柔道選手における競技力向上のためのコンディショニング
サポート～ウエイトトレーニングに着目して～ 清水　伸子 国際武道大学

大学柔道競技者の異なる稽古順がもたらす神経内分泌反応：テスト
ステロンとオキシトシンからみた精力善用・自他共栄 松井　　崇 筑波大学体育系

柔道練習時の発汗量と水分摂取量の関係 市川龍之介 東海大学体育学研究科

自然科学系

武道指導法系
演　題 発表者 所　属

柔道の頭部外傷を予防する大外刈に代わる大外落の検討 林　　弘典 びわこ成蹊スポーツ
大学

柔道療育における身体、精神、社会的効果に関する質的研究
：保護者を対象として 小崎　亮輔 鹿屋体育大学

柔道初心者の頭部外傷を予防する後ろ受け身の効果的な指導法の検討 生田　秀和 大阪体育大学

柔道大内刈りの効果的な掛けの方向 石井　直人 秋田工業高等専門学
校

中学校保健体育科における武道領域のこれからの可能性について 太田　順康 大阪教育大学

中学校なぎなた授業に関する研究
―体育教師のなぎなたイメージに焦点をあてて― 今浦　千信 摂南大学

「剣道における指導法に関する事例研究」
～自己観察と他者観察を通して～ 米山　哲弘 早稲田大学

1 年間のなぎなた授業を通して感じた、最も強い「構え」について 木村　有里 天道流

高次脳機能障害者への剣道指導を通して見える武道の可能性
～競争社会から共創社会へ～　その６　心理面に焦点をあてて 東山　明子 大阪商業大学

一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧①
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一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧②

人文・社会科学系
演　題 発表者 所　属

2022 年スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナルゲーム・広
島第 1 回柔道競技会の構造分析 中村　和裕 福山大学

大学生柔道競技者における柔道実践の動機づけの因子構造とその信
頼性 佐々木康允 富士大学

ドイツにおける柔道教育に見られる柔道技法の捉え方：
柔道専門コーディネーショントレーニングの分析を中心に

SORI DOVAL 
MAJA 津田塾大学

東欧における武道の教育力に関する研究
－ルーマニアの武道実践者を対象として－ 柴田　直生 筑波大学大学院

中国における柔道の研究動向と史料分析 劉　　　暢 国際武道大学

ドイツにおける生涯スポーツとしての柔道の取り組み
～ドイツ柔道フェスティバルの視察から～ 曽我部晋哉 甲南大学

藤田西湖文庫所蔵伝書『大東流合気柔術』（江戸期）の検証 工藤　龍太 早稲田大学スポーツ
科学学術院

『新陰流兵法書』を中心とした江戸柳生初期組太刀仕様の研究 中嶋　哲也 茨城大学

新当流における「気」に関する研究－『兵法自観照』に着目して－ 森山　竜成 筑波大学大学院

小学校低学年児を対象とした嘉納柔道思想教育の試み 稲川　郁子 日本体育大学

精力善用国民体育の教育的効果とは何か 大辻　新恭 関西大学大学院

明治期前半における武道教育に関する研究
－教育雑誌に着目して－ 幕田　　熙 筑波大学大学院

大和から伝わる琉球の鎌術（鎌之手　カマヌティー） 早坂　義文 古武道研究会

安政年間における槍術修行記録について 長尾　　進 明治大学

島村右馬丞の日記にみる幕末土佐藩の居合について 森本　邦生 貫汪館

大日本武徳会における武道教育に関する研究
－設立当初に着目して－ 筒井　雄大 国際武道大学

剣道の竹刀操作に関する史的考察 坂本　太一 中部学院大学

大日本武徳会武徳祭大演武会に関する新史料の発見とその意義：
剣道史研究の視点から 矢野　裕介 愛知淑徳大学

武道実践者の礼儀に関する研究　－大学剣道及び柔道部員と一般学
生の挨拶に関するアンケート調査より－ 中山　佳子 早稲田大学大学院

弓術流派日置流印西派「秘歌」について 黒須　　憲 東北学院大学

弓道稽古着の普及と定着に関する考察 松尾　牧則 筑波大学
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ニュース　日本武道学会第 56回大会

演　題 発表者 所　属

学生柔道選手における競技力と Grade Point Average および知能指
数の関係 高野　　当 皇學館大学

OpenPose を活用した投の形の動作評価システムの開発 横山　喬之 摂南大学

UK 法から考える勝利達成条件　－柔道競技の場合－ 内村　直也 大阪産業大学

大学男子柔道選手におけるジャンプ能力と競技力の関係
－片脚 4 方向ジャンプとバーティカルジャンプに着目して－ 石橋　剛士 熊本学園大学

血流制限下におけるトレーニングが血中酸素飽和度に与える影響
－大学男子柔道選手を対象として－ 大川　康隆 東海大学

世代別による柔道の必要性の調査 吉田　　岳 東海大学大学院体育
学研究科

デジタル技術を用いた武道史研究：『校友會雑誌』の計量テキスト
分析 佐藤　皓也 順天堂大学

一刀流中西派の組太刀遣方について
－中西派聞書と思われる資料から－ 立木　幸敏 国際武道大学

高齢者の柔道教室参加による柔道への印象の変化に関する検証 大村　康太 東海大学大学院体育
学研究科

中学校武道授業の学習成果に関する検討
－保健体育科教員養成課程学生に対する回顧的調査から－ 京林由季子 岡山県立大学

柔道授業における「自由練習」の有無が生徒の学習成果に及ぼす影
響　～「伝統的な考え方」に迫る安全な授業展開を目指して～ 由留木俊之 岸和田市立山直中学

校

柔道指導者が施す礼法に関する研究：立礼時腰部前傾角度に着目し
て 佐藤　武尊 皇學館大学

大学柔道選手が指導者から受ける非言語的行動の印象と頻度に関す
る調査 熊代　佑輔 国際武道大学

剣道を通した大学生の社会貢献活動について
－少年剣道指導の実践報告－ 山田　彩結 大阪教育大学

英国及び米国の剣道実践者による稽古環境のサーフェイスに関する
評価 池田　孝博 福岡県立大学

ポスター発表

一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧③
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国際セッション<Video Presentation>
演　題 発表者 所　属

Biomechanical investigation of technical parameters indicating the skill 
level of Seoi-nage in the Kake phase Takanori Ishii Ryotokuji University

A monitoring head impact exposure in women's judo athletes: A single site 
study Sentaro Koshida Ryotokuji University

Grasp and Breaking Grasp Strengths of Judo Versus Non-Judo Athletes Chinami 
Nakagawara Waseda University

The effect of ambidextrous development on fencing performance in the 
early training phase of a sabreur practising the Old Polish martial art 
Signum Polonicum

Leonard 
Marynowski

Signum Polonicum 
Wrocław

Cutting-edge Developments and Challenges in Artificial Intelligence for 
Enhancing Martial Arts Sports Performance ning Li MARA University of 

Technology

Seni Silat Malaysia Curriculum: The arts of silat combat in Tempur Seni
Mohamad Nizam 

MOHAMED 
SHAPIE

University Technology 
MARA (UiTM)

The impact of the study of selected Aikido techniques on the performance 
in wrestling exercises applied in the Old Polish martial art Signum 
Polonicum

Kornel Kalka Signum Polonicum 
Wrocław

Differentiation and Analysis of Four Theories on the Origin of Karate yi Gao Southwest University

Fact-finding study of Kodokan Kohaku-shiai Shusaku Kiryu （Kodokan）

The Influence of Taijiquan Training on the Physical Function of College 
Students LIU CHANG MARA University of 

Technology

A lance, a saber, a pistol - the offensive weapon of the Polish hussars and 
the art of using it in the years 1498-1786(93) Jakub Pokojski Signum Polonicum 

Katowice

Discovering the tradition of Polish martial art Miłosz Markiewicz Signum Polonicum 
Wrocław

SAN CHIN KATA HISTORY, EVOLUTION AND BUNKAI Edvard Sefer IMACSSS

Research on the International Communication Strategies of Wushu Culture 
from the Perspective of Globalization

Nasru Syazwan 
Nawai

University Technology 
MARA (UiTM)

Maritime martial arts-the rise and fall of Wenzhou Nanquan Wenyao Chen University of 
Technology MARA

The Tasks and Outcomes in Karate Classes: A Survey of Junior High 
School Students Kaori Inoshita Reitaku University

A study of Kendo Shinpan Method with one-arm II　-Focusing on the 
Diversity of Budo and Lifelong-kendo- Yoshiko Oda Hosei University
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